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論文審査結果の要旨
多敦のセンサをネットワーク結合したシステムはネットワークセンサシステムと呼ばれ応用場面が増加
している｡ネットワークセンサシステムでは多款のセンサによってもたらされる膨大な観淵情報の効率的
な処理が大きな艶瞳となっている｡本論文は､使用するセンサを動的に選択するセンサスケジューリング
と親測情報の融合を行うセンサフュージョンに焦点を当てている｡とくに､高速スケジューリングアルゴ
リズムの提案とセンサ間位相同期を必要としない条件の導出を桂としており､全編7章より構成される｡
第1章は序論であり､本研究の背景と目的について述べている｡
第2草では､本論文で取り扱うシステムのモデリングと同意の定式化が行われている｡センサスケジュ
ーリング同席を二次形式評価関数の最小化同虜として定式化している｡
第3辛では､単一種類のセンサから構成されるシステムに対するセンサスケジューリングアルゴリズム
について論じている｡カメラやレ-ダセンサ等においてはセンサの観測ノイズが親潮対象の状態に依存す
る｡本論文では､状態依存ノイズを考慮したセンサスケジューリングにおける最適アルゴリズムを棲菓し
ている｡これは､独創的かつ重要な成果である｡
第4章では､複数種類のセンサから構成されるネットワークセンサシステムに対するセンサスケジュー
リングアルゴリズムを提案している｡センサ種類に関するスケジューリングを明示的に利用したきわめて
高速なスケジューリング手法を捷奏しており､理論的に重要な成果である｡
第5章では､モバイルセンサの場合､センサ同通信がある場合,状態推定の場合､時変システムの場合
など様々な状況への拡輩が行われている｡これは.実用性の観点から有用な成果である｡
第6手では､非同期システムと同期システムの状態推定精度を比較し､非同期システムが俵位になる条
件をシステムパラメータで特徴づけている｡これは､重要な発見であり高く評価できる｡
第7章は括絵である｡
以上､本論文では､ネットワークセンサシステムを制御系へ組み込む際に同鹿となるセンサ情報縮約に
関して､高速なセンサスケジューリングアルゴリズムの撞東､センサ同期が必要ない条件の串臥有用性
の検証を行っている｡この成果は､システム情報科学ならびに計測制御工学の発展に寄与するところが少
なくない｡
よって,本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と温める｡
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